
提

出

者

島

�

平
成
十
六
年
三
月
八
日
提
出

質

問

第

三

四

号

郵
便
貯
金
及
び
簡
易
保
険
の
民
営
化
検
討
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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郵
便
貯
金
及
び
簡
易
保
険
の
民
営
化
検
討
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
一
五
九
通
常
国
会
の
本
院
本
会
議
に
お
け
る
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、
郵
政
事
業
の
民
営
化
に
つ

い
て
は
「
本
年
秋
ご
ろ
ま
で
に
国
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
る
民
営
化
案
を
ま
と
め
、
平
成
一
七
年
に
改

革
法
案
を
提
出
す
る
」
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
政
府
内
部
に
お
い
て
、
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
聞
く
。

こ
の
郵
政
公
社
の
改
革
は
、
日
本
の
経
済
シ
ス
テ
ム
全
体
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
郵
便
貯
金
・

簡
易
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
財
政
・
金
融
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
。
現
在
の
郵
政

事
業
民
営
化
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
政
府
に
対
し
質
問
す
る
。

一

郵
便
貯
金
・
簡
易
保
険
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
額
を
財
政
投
融
資
に
回
す
預
託
制
度
が
、
平
成
一
三
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
一
五
年
度
は
財
投
債
の
四
三
％
に
あ
た
る
約
一
三
兆
円
を
引
き
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
郵
便

貯
金
・
簡
易
保
険
で
集
め
ら
れ
た
資
金
の
多
く
が
財
政
投
融
資
を
通
じ
て
特
殊
法
人
に
回
る
構
造
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ

う
し
た
資
金
を
民
間
に
向
か
わ
せ
る
た
め
の
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
平
成
一
五
年
末
で
九
三
・
四
兆
円

あ
る
財
投
債
の
発
行
残
高
の
う
ち
、
郵
便
貯
金
・
簡
易
保
険
の
資
金
は
何
割
を
占
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
郵
便
貯
金
・

一



簡
易
保
険
に
よ
る
財
投
債
の
引
き
受
け
を
、
ど
の
程
度
削
減
し
て
い
く
お
考
え
か
、
具
体
的
に
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

二

郵
便
貯
金
・
簡
易
保
険
は
政
府
の
債
務
で
あ
り
、
そ
の
資
金
を
さ
ら
に
国
債
で
運
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
郵
貯
簡
保

が
国
民
か
ら
個
人
金
融
資
産
を
吸
収
し
、
国
債
を
通
じ
て
公
的
部
門
に
流
入
す
る
構
造
が
、
わ
が
国
の
財
政
改
革
を
阻
害
し

て
き
た
。
民
営
化
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
構
造
の
改
革
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
で
、
民
営
化
に
よ
っ
て
国
債

の
引
き
受
け
を
縮
小
す
れ
ば
、
国
債
市
場
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
民
営
化
に
向
け
て
は
、
財
政
規
律
の
回
復
に

よ
る
国
債
発
行
の
削
減
と
、
市
場
条
件
を
反
映
し
た
発
行
条
件
の
設
定
や
商
品
の
多
様
化
な
ど
、
安
定
消
化
の
た
め
の
施
策

が
あ
わ
せ
て
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

三

こ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
、
国
債
の
金
利
に
比
べ
定
額
貯
金
の
金
利
が
低
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
郵
便
貯
金
で
集
め
た
資

金
を
国
債
で
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
今
後
景
気
が
回
復
し
金
利
が
上
昇
す
る
局
面
に
お
い
て
は
、
こ
の
金
利

差
が
逆
転
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
融
資
能
力
を
持
た
な
い
郵
政
公
社
が
民
営
化
さ
れ
た
場
合
、
当
面
は
国
債
で
の

運
用
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
政
府
は
金
利
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

四

政
府
は
、
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
と
の
方
針
に
よ
っ
て
郵
政
公
社
の
経
営
改
革
を
進
め
て
お
ら
れ
る
が
、
現

に
民
営
化
し
て
い
な
い
段
階
で
の
公
社
の
業
務
拡
大
は
、
民
業
の
圧
迫
と
な
る
。
現
在
は
公
社
と
し
て
、
税
制
を
は
じ
め

二



様
々
な
特
典
を
持
っ
て
お
り
、
法
律
で
民
営
化
が
明
確
に
決
定
さ
れ
る
ま
で
、
民
業
圧
迫
と
な
る
業
務
の
拡
大
は
行
う
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
が
政
府
の
考
え
は
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

三


